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の 知恵を求

　 こ の 薬草料理 は，奈良県宇陀郡大宇陀町 に あ る真置宗

御室派大願 寺 で，風光 明 媚な 山 里 や ，当寺院の 境内 で採

取 された薬草を使 っ て 調理され る寺院の 精進料理 で あ る。

当寺 の ご住職泰信昭氏 の 夫人秀子様が中心 とな っ て ， ご

家族 協力の もとに ，食す る 者の 健康を願 い ， 心 を こ め て

調理 されて い る 事が 伺わ れ る。分量 的 に もほ ど よ く，食

後の 満腹感の 心 地 よ さ も，

」

際で あ る 。 この 大宇陀町 は ，

旧 松山町 と言わ れ ，織田 篆 四 代に 亘 り統治され て い た。

古来 よ り薬草の 豊 か な 土地 で ，江戸幕府か ら贈 られた 薬

草を植え た こ とか ら始 ま っ たと ， い わ れて い る 。 その た

めか ， 当地 に森野薬草園も残 っ て お り， 各種薬草を知る

こ と がで きる 。 中で も初秋 に 紫色の 花 を 咲か せ る 葛か ら

品質 の よい 吉野葛 が製造され て い る 。 また 柿本人麻呂が

「ひ むが し の 野に か ぎろ ひ の 立 つ 見えて ，か へ りみ すれ

ば月か た ぶ きぬ」 と歌 っ た 山里 で あ る 。 風光明媚な 山里

の 薬草料理 を い た だ くと ， 自然 の 恵み に 感謝 せ ず に は 居

られ な い 。 秦夫人 か ら教えて い た だ い た薬草料理 の 材料

や調理法 の 大要 を 献立 に 従 っ て述べ る。

　献　立

。 前菜 （南瓜羹渺
・金銀寄せ ・松葉むか ご

。 葛の 刺身　　。胡麻豆腐　　 。 白和え （山菜）

。 酢の 物
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。 銀杏御飯

。 吸 い 物 （桜 の 花 ・よ もぎ麺 ・み つ ば）

o 漬け物 （3種）

。菓子 （黄身つ つ み ・宇陀五 香）

　調理 法 の概要

＊　武庫川女子大学名誉教 授
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。 前菜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 らい きよう

　・南瓜 羹に ，春 に は 茴 香 が 入 り，秋 1こ は 木 の 実が入 る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ん

　・金銀寄せ に は ， きん か ん を 二 つ 割りに し て
， 銀杏を

　 入れ ， 吉野葛 で 固め る。金銀様に 見え る の で ，こ の

　 名が付け られ た 。

　・松葉む か ご は ，滴 で 揚げたむ か ご を松葉 で つ な ぐ。

。 葛の 刺身 は ，吉野葛を 湯煎して型に 流し圃め ， 切る 。

。 胡麻豆 腐 は ， 当 り胡 麻と吉野 葛に 水 を 入 れ，混 ぜ 合 わ

せ ，漉 し て ， 火に か け て爍る 。

。 白和えは ，こ ごみ，わらび ・え の きだけ ・まだけ ・き

　くらげ ・きゅ う り ・白ご ま （大宇陀産は 特に 香 ぽ しい

　とい う）などを用い る 。 天盛 りに とん ぶ りを使 う。

。 酢 の 物 は ，き くらげ ・い た どり ・菊 の 花 ・や ぶ か ん ぞ

　う ・大根 ・み っ ぽ ・し ょ うが ・紅花を用 い る 。 菊の 花

　は黄色 の 花 （食用菊）を用い る 。

・ 和 え 物 は，3 種類つ くる 。 梅肉相 え セこは ， 長芋
・ア P

　エを用 い ， 胡麻和えに は ， 山うど ・み つ 葉又 は春菊 ，

木 の 芽 を 用い ， 辛子味噌和 え に は，に が うり ・み ょ う

　が を用 い る 。

。 飛竜頭 は ，黒 ご ま ・ご ぼ う
・に ん じん ・み つ 葉 ・きく

　らげ ・ぎん な ん ・、きぬ さや ・ア シ タ バ な どを 用 い る 。

種 々 の 材料を 刻ん で
， 具を多くする 。 豆腐を 水 切 りし

て ， す り鉢 に 入 れ，み そ ・し ょ うゆ
・
砂糖等を 入 れ ，

味付 け を した 中に 上記材料 を 入れ，丸 め て 揚げる 。

。天ぷ らは ｝ 季節に よ り材料 に 変化が ある が ， 次 の 材料

　を 用 い る 。 ゆきの した ・よ もぎ
・コ ン フ リー・ど くだ

み ・青 じそ
・
せ り

・朝鮮入蔘 ・
は っ か ・あ まち ゃ づ

　る ・ふ きの とう ・つ くしを 材料 とす る。また ふ きの と

　う・つ くしは ，
つ くだ煮とす る。 揚げ衣をつ くる時 ，

て ん ぷ ら粉と重そ うを 入れ る 。

。 銀 杏 御 飯 は，年中ある 。 銀杏の 皮を 取 り，実の 中の 芽
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を取 り， 小 さ く切 っ て 用 い る 。
これ は ， 手間 ， 暇 か け

た作業 で あ る 。

・ 吸 い 物は ，塩 づ け した 桜花 ・よ もぎ麺 ・み つ 葉を用い

る。
。潰物は ， 三 種とする 。 季節に よ り変化があ る が，山ぶ

きは つ くだ 煮 にす る時は ， 皮を む か ず に 用 い る 。 さん

　し ょ うも入 れ煮て 置 く。野沢菜 ・た くあ ん ・
梅干 し な

ど を用い る 。

・菓子 は，大宇陀名物の黄味つ つ み ・宇陀五 香 。

薬 草 料 理

　以上 の よ うな献立 に よ っ て ， 薬草料理 は，調製され て

い る が，料理 の 材料の うち ， 薬効 の あ る食品，薬草 の 薬

用 ・効理 に つ い て の 知見が 必 要 で あ る 。 幸 い に も， 武庫

川女子大学薬理学部教授 ・蓁学博士安田博幸先生 の ご 指

導を い た だ き ， 料 理 に 使用 されて い る材料 の うち ， 薬効

の ある もの に つ き記述す る 。

。 カボ チ ャ
1 ＞

薬効 は，健胃腸 ， 解毒 ， 鎮咳 ， 消炎 で ，

　その 他 に虫下 し，哺乳 虫刺れ の 症状改善に 有用 。

。 薗香
2 ） 薬用部位 は 果実，調製法 は 9 月採集 し天 日乾

　燥。薬効 は ， 芳香性健胃 ， 駆風 ， 矯味 ，去痰，香味料 ，

　茴香油の 原料。薬理は 1 精油は ， 咽 喉粘膜を刺戟 し て ，

　唾液 の 分泌を増 し，痰を 薄 め ， せ きの 反射を 促 し，去

　痰作用 を 示す。ま た 胃液分泌 を 高 め，反 射 的 に 胃の 働

　きを増 し，消化 と食欲 を増進す る。
。 銀杏

b
　薬効は ， 咳 ， 頻尿 ， 遺尿 に示す。気管支炎 ，

　痰，下痢， 心臓病， 高血 圧 に 症状改善。た だ し，む く

　み （浮腫） の あ る人 は 禁忌 。

。 むかご
2）

（や まい もの 珠芽）薬用部位は ， 根で ， 10 月

　ny
　11月採取 。 調製法 と し て は ， 根の コ ル ク を除き，

　天 日乾燥。薬効 として は ， 滋養， 強壮，下痢止め 。た

　ん ， せ きに は ，や ま の い もを 飯 の 上 で 蒸 し
， 白砂糖 を

　つ けて食べ る と よ い と言 わ れ て い る 。

。 葛 （葛 根 ）
2 ） 薬 用 部位 は ， 根 。 採集時期 は

， 秋〜冬 。

　調製法は ， 根の 皮 を 除き，板状 に し て 天 日乾燥 。 薬効

　は，発 汗，解熱，せ き止 め で あ る 。

　。青じそ
3） しそ の 中で も香 りに優れて い る 。

　。 ごま
1） 薬効と し て は ，滋養強壮，美肌，髪，健胃 ，

　 整腸に よ く， 症状改善とし て は，咳，胃弱，胃炎 ， 腸

　 が 弱い ，腸炎 ， 痔に よ く， 貧血 に ， 便秘 に 著効で ある。

　 また ， 脳卒中予防，高 血圧 ，疲 労 回 復 ， 強精強壮 ， 腰

　 痛， 精神安定に 向い て い る 。

　。 きくらげ
1）

世界各国で 食用となる が，特に中国で は ，

　 木耳と呼び，中華料理 に は 不可欠の 材料 で あ る。人体

　 に 対し て 主 な作用は ，浄．血 ， 美肌 ， 強精 で あ る。従 っ

　 て ， 動脈硬化，高血圧に対する効能は 著しい 。 胃 ， 十
「

　 二 指腸潰瘍 ， 腹痛 ， 下痢，便秘 ， 痔の 症状を改善し，

　 疲労回復，強糖強壮に 向 い て い る Q

　。 菊の 花
3＞ （黄色の み） 薬効と して は ，頭痛，眼病，風

　 邪 に よい
。

こ の 症状に対 し て は ， 乾燥 した花 10g を煎

　 じて飲む 。 特 に 黄色 の 菊 の 花が よい o は れ もの で ，頭

　 痛がひ どい 時は ，生 の 菊 の 花 を
一

握 りほ ど ，
つ い て 絞

　 っ た 汁 を T．S，1杯ぐ らい 飲む とよい 。 打ち身に は ，

　 花を 煎 じて温湿布す る と効果的で あ る。

　。 大根
4＞ 消化 ， 去痰，鎮咳，利尿に 効果 が あ り， 適 応

　 症状とし て は ， の どの 痛み ， 去痰，ロか わきに 著効で

　 ある 。 また，口内炎 の 症状軽減 ， 胃が 弱い ，胃炎 に も

　 著効 で あ る。「本草綱目」 に よる と，大根は 消食 （食

　 べ た もの を消化），すべ て を排泄 させ る 。 通便，咳止

　 め な どに 効果があ る 。

　・ 紅花
2） 薬用部位は 花と種子で あ る。調製法は ，花を

　 そ の ま まか ， 水 に 浸 して 黄色 の 色素 を除き， 圧 さ くし

　 て
， 板状に し

， 乾燥する 。

　。 ア ロ エ
2） 薬用部位と して 肉厚 の 葉を用 う。民間で は ，

　 生薬の ま まか ， 簿し 金 で お ろ す 。 生薬 とし て は ， 葉 の

　 液汁を蒸発 させ て 乾燥 エ キ ス とす る 。 薬効と して は，

　 緩下薬 （通 じ薬），下剤 として 用い る 。 また ，消化不

　 良 ， 慢性胃炎 に 苦味健胃薬と し て極く少量を用 い る 。

　 ま た ， 咳 ， 喘息 ， 去痰 に葉 を 郷して飲用す る 。 神経痛 ，

　　リウ マ チ ，関節の 痛 み ，筋肉の 痛み に は ， 葉を お ろ し

　 て ，
こ れ を 広 げ患部 に 貼布す る と痛み が とれ る 。 注意

　 事項と して ， ア ロ エ は瀉下作用 と と もに 骨盤器の 充血

　 を起す の で ， 痔疾，生殖腺炎症，出血 ，月経時 ， 妊婦，

　 哺乳期 な どの 人 に 与え て は な らない 。

　・ み ょ うが 正）
清血 ，解毒 ， 活血 に 作用す る 。 従 っ て お

　 で き ， 生理不順 の 症状を改善す る。た だ し 白内障 の 人

　 は 食用 不 可 で あ る 。

　。ご 麒う
t） 主 な作用と して ，脱 コ レ ス テ ロ

ール ，便通，

　 利尿 で あ る 。 の どの 痛 み，胃痛 ， 動脈硬化 に 著効 o ま

　 た 便秘 ， 小便不利 ， 糖尿病，疲労 回 復，強精強壮な ど

　 の 症状改善に 利が ある 。

。　 に ん じん
1） 粘膜強化 ， 補血 ， 血 糖降下 （中国で の勳
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物実験結果に よる） に 作用す る。適応症状は ，カ ロ チ

　ン に 富む た め ， 夜盲症 ， 角膜，乾燥症に も有効 で ， 高

血圧 に 著効が あ る 。 また ， 胃を 丈夫 に し ， 消化 を よ く

する 働きが あ る た め ，胃弱， 胃炎 に有効 で あ る 。 また，

動脈硬化，黄疸，便秘，虚弱体質，貧血 ，冷え症 に も

有効 で あ る 。

。 ゆきの した
2 ） 葉を 用 い

， 咳止 め ，消炎 に 効果 が あ る 。

　こ ど も の 咳 の 激 し い と き，生葉 5−・6at を す りつ ぶ し，

食塩を 少量 まぜ，しぼ り汁 を 内用す る と よ い 。やけど，

で きもの に は ，葉を あぶ っ て貼付す る 。 ひ び ， し もや

け に は ， 葉 を 黒 焼 きに し て ，ご ま 油 と混ぜ て つ け る 。

。よもぎ
2 ） 薬効 と し て ，解熱 ， 利尿 ， 通経 ， 去痰，補

　血，強壮 ，止血 が ある 。

。コ ン フ リー：） 西 洋医学 に お い て ，根 を煎用 し て ， 吐

血 ， 下血 に 用 い る 。

。 山ぶ き　文献 に は 見当らな い が，ふ き
1＞

に は，鎮咳，

　去痰，毒中和 ， 健胃の 作用が あ る と記 され て い る 。

　以上 ， 今圓 の 薬草料理 か ら薬草を選 び 出し て ， 薬効等

を 説 明 し た が ，上記 の 薬草の ほ か に よ く用 い られ て い る

3 種を挙げて ， 参考 に 供す る 。

72

ユ キ ノ シ タ

。 し ： うが
1
） 主 と して 鎮 嘔 ， 健 胃，食欲 増進，抗菌の

作用がある 。 風邪に は 著効で あ り， 咳 の 痰，胃が 弱 い ，

胃炎，下痢，食中毒予防， 二 日酔 の 症状改善に よい 。

た だ し，痔，皮膚疾患の と きは，使用 で きな い 。

。 せり
2）

全草を用い る こ とが で きる。天 日乾燥を 行な

　う。薬効 と して 鎮痛 ， 健胃，下痢止 め ，浴湯料 と して

用 い る 。 そ の 他 の 使用 法 と し て は，神経痛，リ ウ マ チ

な ど に 煮て 食す。こ ど もの 急性胃腸炎や吐 瀉 に ， 濃く

　煎 じて 服用 す る。胃け い れ ん （癪） に は ，せ りを 塩 で

　もみ ， そ の 汁を 煎 じて 服用す る ． また ， し もや け 中風

　に 全草を 浴湯料とし て 用 い る 。 咳に は ， せ りを 味噌汁

　lC入 れ て 食す る と よい 。

　 　 　 　 　 　 と とう ぎ

。山うど
）

（土 当帰）　薬用部位は ，根を用 い ， 水洗後

　天 日乾燥をす る。薬効 は ，強壮 ， 鎮痛 に よい 。使用法

　と し て は ，頭痛，風邪，リ ウ マ チ ，中風 ， 疝気 ， 神経

　痛 ， 切れ 痔，浴湯料 とす る 。

　以 上 こ れ らの 植 物を 薬草 と呼び ，親 し まれ て い る。現

在 は 化学薬品 を使用す る 事が 多 い 時代で ある が，奈良地

方 の こ の 土 地 は ，まれ に み る気候風土で ある 。 特に 暑 い

（266）
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夏 で も こ の 地 を 訪れ る人 の 多い の は ， す っ きりと した空

気 に 触れ る こ とが 出来 る た め で あ ろ う。 最近は ， 関東地

方 の 人 々 も訪れ る よ うで あ る。こ の 地 の 空気 ，水 ， 土そ

し て ，こ こ に 住 む 人 々 の 食物 の 知恵を 求 め られ て い る の

で は ない か と ， 最近感じる よ うに な り， こ の 薬草料理 の

一
端を ご紹介 した次第で あ る 。
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